
Junack セレナ チェアキャブ用ワークランプ取付け要領書

推奨準備工具

この度は、 Junack 製品をお買い上げいただきましてまことにありがとうございます。 本書はレディストワークランプの
取扱い、 及び取付け作業について記載してあります。 取付け前には本書を必ずお読みいただき、
正しい取付けを行って下さい。 本要領書に記載されている分解方法、 イラスト ( 画像 )、 及び作業方法は
あくまでも一例です。 車両ごとに脱着方法、 取付け方法が異なりますのでお取付けの際はお車の整備書等を
ご確認の上車両に適した手順で作業を行って下さい。 また、 本書はなくさないよう大切に保管して下さい。

取付けご担当様へお願い

セレナ チェアキャブ　年式　2022 年 12 月～　　型式　

本書記載の内容 ・ 注意事項をよく読み正しくお使い下さい。 本書に記載されていない取付け方法は
行わないで下さい。 また、 内容 ・ 注意事項をお客様にご確認いただいた上で作業を行うようにして下さい。

お客様へお願い 本書とご購入時の販売証明書 ( 品名や品番が記載されたレシートや領収書 ) は大切に保管しておいて下さい。
販売証明書の提示がない場合は、 保証修理 ・ 交換ができません。

安全に関する表示

取付け･取扱い方法を誤った、 または守らなかった場合、
死亡または重大な傷害につながるおそれがある内容です
取付け･取扱い方法を誤った、 または守らなかった場合、
傷害につながるおそれがある内容です。

取付け･取扱い方法を誤った、 または守らなかった
場合、 物的損害につながるおそれがある内容です。
この用品のために守っていただきたいこと、
または知っておくと便利な内容です。

この説明書の中で使用されている記号は、 次のようになっています。

　　　　　　 、 　　　　　 、　　　　　　 、　　　　　　　 のところは、 とくにしっかりお読み下さい。注意︕ 注　記 アドバイス︕ 警告

︕ 警告

注意︕

注　記

アドバイス

適合車種および適用年式 C28 型

取付準備作業

取扱い方法

１．取付け作業は、 安全な場所に車を駐車させ、 パーキングブレーキを確実に操作して下さい。
２．取付け作業は、 必ずエンジンを停止して行って下さい。
３．取付け作業の前に、 必ずバッテリーの（－）側コードを外して下さい。 また（－）側コードは（＋）側コード
　　　と接触しないようにして下さい。
４．構成部品及び部品数量が取付要領書通りになっているか、 また製品が正常に機能するかを確認して下さい。
５．オーディオ等の設定をメモしておくと、 後の調整がスムーズに行えます。

      本製品に付いた汚れは、 薄めた中性洗剤を含ませた布で拭き取り、 水拭きにて仕上げて下さい。
　　  長時間放置すると、 汚れが取れにくくなったり、 樹脂部品の劣化の原因になります。
　　  本製品に強い衝撃を与えないで下さい。 故障や破損の原因となります。

・ ワークランプ取付け位置については、 弊社で取付け確認した位置となります。
・ 車両によってキーレスエントリー等のアンサーバック時、 ルームランプと同様に点灯しますが異常ではありません。
・ 本製品はＬＥＤのため、 消灯時に車両によっては残照機能により、 点滅することがありますが異常ではありません。

注　記
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配線ガイド(L=800mm)ビニールテープ パーツクリーナー ウエス

ハサミ

マスキングテープ養生テープ

カッターナイフソケットレンチ(14mm) ニッパー 精密ドライバー メジャー 検電器

クリップリムーバー(樹脂タイプ)



Junack

動作説明書

製品保証書

ワークランプ
取付位置

ワークランプ配策イメージ

構成部品
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クリップ取外し位置

NO. 部品名称 数量
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑩ ⑪

⑨

  

電源取出しハーネス
ワークランプ灯体Ｂ
ワークランプ灯体 A

Y 字分岐ハーネス

1
1
1
1
1中間ハーネス
1化粧シールＡ
1化粧シール B
2
4
2

面ファスナー
クッションテープ

ルーフトリム固定クリップ
⑪ 1製品保証書 ・ 動作説明書

ワークランプ
取付位置

Ｙ字分岐ハーネス

中間ハーネスＡ

電源取出しハーネス
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目次

1. 準備作業 ・ ・ ・ ・ ・ 4P

2. 車両部品取外し ・ ・ ・ ・ ・ 6P

3. ハーネス配策① ・ ・ ・ ・ ・ 8P

４. 車両部品加工 ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

9P

5. ランプ本体組付け 10P

6. ハーネス配策② ・ ・ ・ ・ ・ 12 P

7. ハーネス固定処理 ・ ・ ・ ・ ・ 14P

8. ルーフトリムカバーの復元 ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

15P

9. 動作確認 / 復元 16P
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×2

×2

クッションテープを 3 等分する

クッションテープを 2 等分する

画像 1-1a

画像 1-1b

画像 1-2a

画像 1-2c

画像 1-3a

1-1 クリップの外周をカット

1-2 クッションテープカット

1-3 ランプ本体の準備①

灯体 B の本体の内部は画像 1-1a のようになっており、
基板の穴の大きさ ( 点線部分 ) にクリップが
入るように、 クリップの外周をニッパー等でカットする必要があります。

画像 1-1b を参考に、 画像 1-1a の点線部分に収まるように
クリップの外周をニッパー等で 4 ～ 5mm カットして下さい。
※直径推奨値︓約 18mm ～ 20mm

付属のクッションテープの 2 枚を 1/3 にカットし、
2 枚を 1/2 にカットして下さい。

3 等分を 6 枚、 2 等分を 4 枚使用します。

灯体の裏側に付属されている面ファスナーを半分にカットし
画像 1-3a を参考に貼り付けて下さい。

1. 準備作業

4 ～ 5mm カットする

直径推奨値 18mm-20mm

半分に切って貼る
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画像 1-4a1-4 ランプ本体の準備②

灯体の裏側より固定部をマイナスドライバーなどを使用し
軽く押し込んでレンズを取り外して下さい。

電源取出しハーネスと中間ハーネスを接続して下さい。

接続したコネクタへ手順 1-2 でカットしたクッションテープの
1/3 カット品をしっかりと巻付けて下さい。

1. 準備作業

画像 1-4b ワークランプ灯体 B

電源取り出しハーネス

電源取り出しハーネス 中間ハーネス

ワークランプ灯体Ａ

画像 1-5a

画像 1-5b

画像 1-5c

1-5 ハーネス接続準備

注　記

レンズを取り外した後は、
内部の基板に直接触れないよう注意して下さい。
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注　記

画像 2-1a2-1 車両部品の取外し

・ 車両部品取外しの際は、 整備要領書を参照して下さい。
・ 部品に傷がつかないよう
  養生テープや当て板などで保護して取外して下さい。
・ 固定部のツメ等、 部品の破損に注意して下さい。

画像 2-1a　　　印部分の部品を
車両整備要領書に基づいて取り外します。

ウェザーストリップを画像 2-1b の範囲を参考に取り外して下さい。

ラゲッジトリムの下側を浮かせながら
赤枠部のラゲッジトリムの上側を
車両整備要領書に基づいて取り外して下さい。

2. 車両部品取外し

画像 2-1b

画像 2-1c
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画像 2-2a

画像 2-2b

画像 2-2c

2-2 クリップ ・ ルーフトリムカバー取外し

画像 2-2a の 3 箇所に固定されているクリップを取り外し、
ルーフトリムカバーを取り外して下さい。

2. 車両部品取外し

クリップを外す際は部品の損傷防止の為、
当て板を使用する事を推奨します。 ( 画像 2-2c)

アドバイス

注　記

外したクリップの 1 個は再使用します。
なくさないよう注意して下さい。
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画像 3-1b

画像 3-1c

画像 3-1d

画像 3-1e

3-1 電源取出しハーネスの接続

車両運転席側、 画像 3-1a の位置のコネクターを取り外し、
手順 1-5 で準備したハーネス ( 画像 3-1b) の　　　部の
コネクタを接続します。

もう一方のコネクタを、 取り外したコネクタと接続し、
ウレタンクッションテープの 1/3 カット品をしっかりと巻付けて下さい。

中間ハーネスをラゲッジトリム側から通し、
ルーフトリムの開口部から引き出して下さい。

この際、 画像 3-1e のように
中間ハーネスが車両ハーネスの外側を通るように配策して下さい。

3. ハーネス配策①
画像 3-1a

中間ハーネス
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4-1 ハーネス逃がし加工

ルーフトリムカバーのクリップ穴 2 か所に、
カッターを使って 2.0 ～ 2.5 ㎝ほど
矢印の方向にスリットを入れます。

中央から切る

クリップ穴

画像 4-1a　　
の上の角から切る

クリップ穴

4. 車両部品加工

注　記

スリットを入れる位置、 方向、 長さを
間違えないよう注意して下さい。

画像 4-1a

画像 4-1b

画像 4-1c

A

A

B

B

B
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5. ランプ本体組付け
画像 5-1a

画像 5-1b

画像 5-1c

5-1 灯体 B の組付け

     印のクリップ穴に灯体 B のハーネスを通して下さい。
手順 4-1 でカットしたクリップ穴のスリットに
灯体ハーネスの根本を挟み込み、
灯体の向き、 灯体とカバーの穴が合うよう位置を調整しながら、
灯体をカバーに密着させて下さい。

注　記

・ ハーネスがスリットの奥まで挟み込まれ、
  完全に引き出せれていることを確認して下さい。
　ハーネスが完全に引き出されていないと、
  灯体浮きの原因になります。
・ 配線を強く引っ張りすぎると、
  断線等の原因になりますので注意して下さい。
・ 基板に直接触らないように注意して下さい。
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5. ランプ本体組付け
画像 5-2a

画像 5-2b

画像 5-2c

5-2 灯体 A の組付け

     印のクリップ穴に灯体 A のハーネスを通して下さい。
手順 4-1 でカットしたクリップ穴のスリットに
灯体ハーネスの根本を挟み込み、
灯体とカバーの穴が合うよう位置を調整しながら、
灯体をカバーに密着させて下さい。

注　記

・ ハーネスがスリットの奥まで挟み込まれ、
  完全に引き出せれていることを確認して下さい。
　ハーネスが完全に引き出されていないと、
  灯体浮きの原因になります。
・ 配線を強く引っ張りすぎると、
  断線等の原因になりますので注意して下さい。
・ 基板に直接触らないように注意して下さい。
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6. ハーネス配策②
画像 6-1a

画像 6-1b

画像 6-1c

6-1Ｙ字分岐ハーネス接続

各灯体ハーネスへＹ字分岐ハーネスを接続して下さい。

接続したコネクタを、 画像 6-1b の赤枠の位置で
ウレタンクッションテープの 1/2 カット品を各 1 枚使用し
固定して下さい。

Y 字分岐ハーネスは、 画像 6-1b の黄枠の位置で
ウレタンクッションテープの 1/3 カット品にて固定して下さい

クッションテープを貼り付ける際は画像 6-1c のように、
浮きの無い様しっかり密着させて下さい

Y 字分岐ハーネス
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6. ハーネス配策②
画像 6-2a

画像 6-2b

6-2 ルーフトリムカバー仮復元と灯体本体接続

手順 6-1 で配策した Y 字分岐ハーネスと
手順 3-1 で配策した中間ハーネスを接続し
コネクタへウレタンクッションテープ 1/3 カット品を
しっかりと巻き付けて下さい。

ルーフトリムカバーの 4 箇所のツメ部分を嵌合させて
仮復元して下さい。

注　記

部品破損を防ぐため、
トリムカバーのクリップは手順 8 まで復元しないで下さい。
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ルーフトリム内部

7. ハーネス固定処理
画像 7-1a

画像 7-1b

画像 7-2a

画像 7-2b

7-1 ハーネス固定

手順 3-1 でルーフトリム内へ配策した中間ハーネスを
画像の位置で固定します。

     部へウレタンクッションテープ 1/2 カット品を使用し
ルーフトリムの裏側へ固定して下さい。

画像 7-2a     部の 2 箇所に
ウレタンクッションテープ 1/3 カット品を使用し
中間ハーネスを車体のビード沿いに貼付けて下さい。

画像 7-2a     部へ
ウレタンクッションテープ 1/2 カット品を使用し
余長分を車体へ固定して下さい。

注　記

ハーネス固定の際は、
車体パネルのエッジ部に当たらないよう注意して下さい。

7-2 ハーネス固定と余長処理
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C

C

A

B

C

A

B

A

B

画像 8-1a

画像 8-1b

画像 8-1c

画像 8-1d

8-1 ルーフトリムカバーの復元

ルーフトリムカバーをクリップで固定します。

　　部︓ワークランプ灯体 A（サークル型）中央の穴へ、
　　　カットしていない付属のクリップを差し込み固定して下さい。

　　部︓ワークランプ灯体 B（オーバル型）中央の穴へ、
　　　手順 1-1 でカットした付属のクリップを差し込み固定して下さい。

　　部︓ワークランプを取り付けていない穴には、
　　　車両から取り外したクリップを差し込み、 固定して下さい。

8. ルーフトリムカバーの復元

注　記

・ クリップを嵌合する際に配策したハーネスが
　噛み込まない様にして下さい。
・ 嵌合不足または基板の破損に繋がる恐れがありますので
　固定するクリップの種類をしっかりと確認して下さい。
・ 基板に直接触らないように注意して下さい。
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車両前方

車両前方

Junack
文字の向き

文字の向き

画像 9-1a

画像 9-1b

9-1 ワークランプレンズの復元

手順 1-4 で外した灯体本体のレンズを
ハウジングの切り欠きに合わせて復元して下さい。

この時、 画像 10-1b ・ 10-1c を参考に
文字の向きを合わせ付属の化粧シールを貼付けて下さい。

画像 9-2a の表を参考に動作確認を行って下さい。

ワークランプは車両ラゲッジランプに連動して点灯 / 消灯します。
また、 レンズを軽く押すと点灯 / 消灯できます。

取り外した車両部品をすべて復元します。

車両のすべての動作 ・ 機能が問題なく動作することを確認して
作業は終了です。

全ドア ワークランプ ワークランプスイッチ

オープン時 点灯 点灯 / 消灯

クローズ時 消灯 点灯 / 消灯

9. 動作確認 / 復元

画像 9-1c

画像 9-2a

画像 9-2c

9-2 動作チェックと復元


